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HOYAは1941年に光学ガラス専門メーカーとして創立以来、つねに時代の潮流・
ニーズを先取りした製品の提供に力を注いできました。現在、HOYAの事業領域は、
半導体製造用部材やHDD用ガラスサブストレート、メガネレンズやコンタクトレン
ズ、さらには医療用内視鏡など非常に多岐に渡っています。

私は入社後、技術職を経て、複数の事業の責任者を経験した後、2013年に情報・通
信事業のCOOとして当事業の収益拡大に努めました。また、2015年にはグループ全
体のCTO（最高技術責任者）に就任し、当社グループの成長の源泉である研究開発
を管掌しました。このたび、指名委員会より代表執行役CEOという大役を仰せつか
りましたが、長年にわたり磨きあげられたHOYAの経営執行体制をしっかりと引き継
ぎ、HOYAのCEOとして最も重要な職務である事業ポートフォリオ・マネジメントに
注力してまいる所存です。なかでも、新たな成長事業をポートフォリオに加えるこ
とが当社の長期的な課題と認識しており、事業の買収や技術開発の取り組みに注力
してまいります。

ESG/サステナビリティについては、これまで築きあげてきた強固なG
（Governance）体制を維持しながら、E（Environment）及びS（Social）にも、
中長期的な目線で当社の価値向上に資する取り組みを積極的に模索し、実施してま
いる所存です。また、”会社は人なり”の考えのもと、多様な社員がそれぞれ能力を最
大限発揮し、新しいことにチャレンジしていけるHOYAカルチャーを大切に、社員一
人ひとりが働きがいを感じながら会社とともに成長できるよう環境を整えてまいり
ます。

これからも、お客様やパートナーの皆様、そして社会に選ばれる存在となるべく、
グループ一丸となって邁進してまいります。今後とも変わらぬご支援を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。

取締役 兼 代表執行役
最高経営責任者（CEO）

池田 英一郎

ご挨拶



複数の異なる事業を同時に展開し、バランスをとりながらグループ全体の収益性・安定性・成長性を確保していくポートフォリオ経営。
現在は、「情報・通信」と「ライフケア」という二つの大きな事業分野を柱に据えています。「情報・通信」の分野で技術的な競争力を
発揮し、高いシェアで安定的に収益を確保する一方、「ライフケア」分野へ積極的に経営資源を投入することで成長を加速させています。

事業ポートフォリオ

ヘルスケア

メディカル

映像

エレクトロ
二クス

エレクトロ二クス 31.7 ％

映像 5.8 ％ ヘルスケア 45.3 ％

メディカル 16.3 ％

‐ 光学ガラス・レンズ
‐ レーザー関連機器

‐ 半導体用ブランクス・FPD用マスク
‐ HDD用ガラスサブストレート

‐ メガネレンズ
‐ コンタクトレンズ小売

‐ 医療用内視鏡
‐ 眼内レンズ
‐ 人工骨・インプラント

情報・通信分野

37.6％

ライフケア分野

61.6％

連結売上高 6,614億 66百万円

2022年3月現在



当社の事業戦略は“小さな池の大きな魚”。自らの強みを発揮できる領域にフォーカスし、技術力やマネジメント力といった
競争力を発揮して、その市場における高シェア企業となることで、その領域で最大の利益を獲得するという考え方です。

競争力

情報・通信分野

半導体用
マスクブランクス

FPD用
フォトマスク

HDD用
ガラスサブストレート

光学レンズ

メガネレンズ

コンタクトレンズ
小売

医療用内視鏡

白内障用眼内レンズ
セラミックス
人工骨

ライフケア分野

世界シェア

NO.1

世界シェア

NO.1

世界シェア

NO.1

世界シェア

NO.1
世界シェア

NO.2

世界シェア

NO.3

国内シェア

NO.1

国内シェア

NO.1

2022年3月現在



HOYAは、グローバルな視点で効率的な企業運営を行うため、最適地での経営判断、研究開発、生産、販売を推進しています。

海外の売上比率は73%、従業員の約90%が外国人です。

主な事業所および工場 グループ連結会社数 141社（国内5社、海外136社）
従業員構成比

米州地域本社
（カリフォルニア）

グローバル本社
（東京）

HDD用ガラス
メモリ－ディスク事業本部

（ベトナム）

眼内レンズ事業部
（シンガポール）

CEOオフィス（シンガポール）

メガネレンズ事業本部
（タイ）

1,307 億円

4,228 人

999 億円

2,903人

2,586 億円

27,880 人

1,646億円

3,366人

欧州地域本社（オランダ）

グローバル展開

地域別売上収益構成比

日本

24.9%

米州

15.1%欧州

19.8%

アジア・

オセアニア

39.1%

日本 8.8%

米州 7.5%

欧州 11.0%

アジア・

オセアニア

72.6%

2022年3月現在



当社の採用する指名委員会等設置会社では、業務執行権限を執行役に持たせることでスピーディーな事業運営を実現する一方、

指名・報酬・監査の委員会全員が社外取締役で構成され、取締役会による経営監督の実効性が担保されています。

従来の監査役設置会社では明確に区分できなかった経営の執行と経営の監督をより明確に分離した体制をとることで、経営の効率

性の確保ならびに健全性・透明性の向上を目指しています。

ガバナンス体制



ライフケア事業は、人々のQOL（クオリティ・オブ・ライフ）に大きく関連する医療用内視鏡やメガネレンズ、眼内レンズ

など、人々の生活に欠かせない製品を提供しています。

医療用内視鏡

スコープの幅広い製品群と質の高いアフター
サービスで、消化器、耳鼻咽喉、呼吸器など
の診療領域において、診断・処置・治療およ
び医学研究に貢献しています。また内視鏡自
動洗浄機も提供しています。

骨補填材・インプラント

骨の欠損部の補填や、骨折部の接合に使わ
れるセラミック製および金属製のインプラ
ントや、バイオ医薬品の開発・製造や細胞
培養に使われるバイオセラミックスを取り
扱っています。
インプラントは主に日本国内の医療機関に
向けて、クロマトグラフィ用バイオセラ
ミックス担体はディストリビュータにより
世界中の製薬企業や研究機関に向けて販売
されています。

メガネレンズ

優れた光学技術を基盤にHOYA独自
の思想で設計された非球面レンズは、
より薄く、より軽い装用感と、自然
な視界を実現します。

医療用処置具

医療現場の様々なニーズにお応えした信頼で
きる腹腔鏡下手術デバイスを提供しています。
ディスポーザブルとリユーザブルを融合した、
当社独自の"リポーザブル"製品は、すぐれた
処置性能に貢献しています。

白内障用眼内レンズ

眼内レンズは、手術により白濁した水晶体を
取り出した後に挿入する人工水晶体です。
HOYAでは、極小切開創から挿入できるフォ
ルダブルソフトレンズと手術を簡便に行うイ
ンジェクターを扱っています。

コンタクトレンズ専門店
「アイシティ」

国内最大級の出店規模を誇るアイシ
ティは、お客様への最適な商品のご
提案と、世界大手メーカーの幅広い
商品ラインナップを提供しています。

2014年 3月 セイコーオプティカルプロダクツ（株）の出資比率
が50%となり連結子会社化

ライフケア分野における近年の主な動き

2015年 3月

9月
10月

滲出性加齢黄斑変性治療用デバイスのベンチャー企業
SalutarisMDに出資
PENTAX Medical、英Creo Medical 社へ出資
スイスのメガネレンズメーカー、Knecht&Muller買収

2016年12月

2017年 5月

7月
8月

3Mの度付き保護メガネ事業を買収

ライフケア分野

老眼用調節型眼内レンズ開発のベンチャー企業
LensGenに出資
中国 Aohua と医療用軟性内視鏡事業の合弁会社設立
Performance Optics, LLC の買収を完了

2019年 1月 眼科医療機器メーカー、Mid Labs社（米国）
およびFritz Ruck社（ドイツ）を買収

2020年 5月
中国の白内障用眼内レンズ販売代理店GeMaxと合弁
会社設立

中国 Vedkang と内視鏡用処置具事業の合弁会社を設立2021年 5月



半導体用
マスクブランクス・フォトマスク

創業事業である光学ガラスをはじめ、HOYAの製品が日々進化するデジタル製品の発展を支えています。人々の暮らしをより

豊かなものにするため、最先端領域での技術革新を続けています。

半導体チップの製造工程において不可欠
なブランクスとマスクは、半導体の微細
で複雑な回路パターンを半導体ウエハに
転写する際の原版となります。HOYAは
独自の技術で高い付加価値を提供してい
ます。

FPD用フォトマスク

テレビやPC、スマートフォンのフラッ
トパネルディスプレイを作るときに使う
回路の原版となります。半導体用フォト
マスクの開発製造で培った技術を活かし、
高品質で高精細な製品をパネルメーカー
へ提供しています。

HDD用ガラスサブストレート

ガラスサブストレート（基板）はHDDに
おいてデータが書き込まれる重要な部品
です。主にデータセンターにおいて、
メールや写真、動画など日々生み出され
る膨大なデータの格納に役立てられてい
ます。

光学ガラス材料・光学レンズ

ガラスの組成だけで5万件というデータ
ベースを持ち、常に新しい性能の光学ガ
ラスの開発に注力しています。高度な設
計技術を生かしたHOYAの光学レンズは
デジタルカメラなどの光学機器の高機能
化、小型軽量化に貢献しています。

色ガラスフィルター

色ガラスフィルターは、カメラ用、光
学機器用、理化学用、教材用、工業用、
医療用などの幅広い分野で使用されて
います。電子用ガラスはその中でも主
に電気・電子産業分野で使用されるこ
との多いガラスで、さまざまな用途向
けに供給しています。

レーザー発振器・UV光源

レーザー発振器は半導体や液晶パネル
の製造工程で欠陥修正装置や精密加工
用に、UV光源は電子部品や光学部品の
接着工程に使用されています。

情報・通信分野



会社概要

財 務 情 報 （連 結）□商号

□本社所在地

□電話

□代表者

□創立

□資本金

□従業員数

□URL

HOYA株式会社（HOYA CORPORATION）

〒160-8347 東京都新宿区西新宿6-10-1 日土地西新宿ビル 20F

（03）6911-4811（代表）

代表執行役最高経営責任者（CEO）池田 英一郎

1941年（昭和16年）11月1日

6,264,201,967円

38,376名（2022年3月期連結）

https://www.hoya.com

取締役（社外）

取締役（社外）

取締役（社外）

取締役（社外）

取締役（社外）

取締役（社外）

取締役

取締役

浦野 光人（元（株）ニチレイ代表取締役社長）

海堀 周造（元 横河電機（株）代表取締役社長）

吉原 寛章（元 KPMGインターナショナル副会長兼グローバルマネージングパートナー）

阿部 康行（元 住友商事（株）代表取締役専務執行役員）

長谷川 隆代（昭和電線ホールディングス（株）代表取締役社長 グループCEO）

西村 美香（GILDE HEALTHCARE PARTNERS, Operational Partner）

池田 英一郎

廣岡 亮

取締役

役 員

2022年6月28日現在

代表執行役最高経営責任者（CEO） 池田 英一郎

代表執行役最高財務責任者（CFO） 廣岡 亮

執行役 Chief Business Development Officer 兼 Chief Legal Officer Augustine Yee

執行役 Chief Sustainability（ESG）Officer                                           中川 知子

執行役


